
完 成 工 事 高 集 計 表 
単位：千円  

工事種別  営業年度  決算期  完成工事高  
完成工事高  
に対する  

福島県内の完成工事高  

完成工事高  
に対する  

元請完成工事高  

 

直 近    年度     

２年前    年度     

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高     

 

直 近    年度     

２年前    年度     

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高     

 

直 近    年度     

２年前    年度     

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高     

※千円未満端数切り捨て  



完 成 工 事 高 集 計 表 
単位：千円  

工事種別  営業年度  
 

決算期  完成工事高  
完成工事高  
に対する  

福島県内の完成工事高  

完成工事高  
に対する  

元請完成工事高  

一般土木 

直 近  ２１年度  232,471 18,084 204,551 

２年前  ２０年度  105,598 20,523 84,332 

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高  169,034 19,303 144,441 

建  築 

直 近  ２１年度  651,486 0 481,631 

２年前  ２０年度  547,687 0 362,409 

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高  599,586 0 422,020 

法面処理 

直 近  ２１年度  32,211  0 26,687 

２年前  ２０年度  12,297 0 12,297 

３年前    年度     
直前２年間（３年間）の

平均完成工事高  22,254 0 19,492 

※千円未満端数切り捨て  
 

記載例 ２年平均の場合 直近の完成工事高が「０」

の者は申請できません。  



○完成工事高集計表 
記入上の注意  
 
1. 各営業年度の工事経歴書から、福島県の工事種別毎に完成工事高、元請完成工事高などを転記すること。  

2. 経営事項審査の完成工事高の選択（２年平均又は３年平均）に合わせて記入すること。  

3. 平均完成工事高欄は、各決算期の金額を縦に集計して算出するものとする。なお、千円未満の端数につ

いては、切り捨てとする。  

（端数処理により各決算期の横の計算が合わなくても良いものとする。） 

 

・４種別以上申請する者は、２枚以上となるため両面印刷でＡ４判１枚として提出するこ

と。  
・オモテとウラで上下が逆になる（長辺を基準として見やすい方向）ように作成すること。 


